
交
通
不
便
地
域
の
住
民
へ
の
移
動

手
段
の
確
保
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。市

街
地
と
周
辺
地
域
を
結
ぶ
路
線

バ
ス
を
維
持
す
る
ほ
か
、
路
線
バ

ス
が
運
行
し
て
い
な
い
地
域
や
、
本
数
が

少
な
い
地
域
で
は
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
市
街

地
で
は
循
環
バ
ス
を
運
行
す
る
な
ど
、
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
様
々
な
対
策
を
し
て

い
ま
す
。今

後
の
新
た
な
移
動
手
段
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

電
動
自
転
車
に
よ
る
シ
ェ
ア
サ
イ

ク
ル
は
、
市
民
の
移
動
手
段
と
し

て
の
役
割
な
ど
も
含
め
、
導
入
の
可
能
性

を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

は
、
市
で
も
有
効
な
移
動
手
段
の
一
つ
と

認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
国
の
動

向
な
ど
を
見
な
が
ら
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ご
み
排
出
量
の
推
移
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

令
和
２
年
度
が
２
万
8
６
９
8

㌧
、３
年
度
が
2
万
７
９
１
３
㌧
、

４
年
度
が
２
万
７
8
６
8
㌧
で
す
。

ご
み
の
削
減
の
考
え
方
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
再
使
用
、

再
生
利
用
、
い
わ
ゆ
る
３
Ｒ
活
動
を

広
報
す
か
が
わ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
環
境

推
進
員
な
ど
を
通
し
て
啓
発
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

22
カ
所
の
公
共
施
設
で
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、
住
宅
用
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
シ

ス
テ
ム
設
置
へ
の
補
助
を
し
て
お
り
、
多

く
の
住
宅
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
や
S
D
G
ｓ

の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
事
業
所
で
も
太
陽

光
発
電
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
の
取
り
組
み
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

毎
年
、
職
員
研
修
を
行
い
、
最
新

の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
専
門
家
の
監
査
で
情
報
流

出
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
、
取
り
扱
う
職
員
を
限
定
す
る

な
ど
、万
全
を
期
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
個
人
情

報
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

機
密
性
の
高
い
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
パ
ソ
コ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
隔
離
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
取
り
扱
い
を
規
定

し
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
止
し
て
い

ま
す
。
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
新
し
い
技
術
に
も

対
応
す
る
た
め
、
常
に
最
新
情
報
を
入
手

し
、
対
策
し
て
い
ま
す
。

稲田学園　稲田学園　
星野千夏  さん

小塩江中　小塩江中　
佐久間大樹  さん

仁井田中　仁井田中　
影山洸明  さん

人
権
啓
発
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

大東中　大東中　
鈴木寛弥  さん

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

市
内
の
献
血
者
数
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

令
和
元
年
度
が
3
5
4
3
人
、
２

年
度
が
3
0
8
4
人
、
３
年
度
が

3
3
8
3
人
、
４
年
度
が
3
3
0
0
人
で

す
。
年
に
２
回
、
市
役
所
が
献
血
会
場
に

な
っ
て
お
り
、
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る
勧

誘
活
動
、
飲
食
店
組
合
青
年
会
に
よ
る
食

事
の
提
供
や
須
賀
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

に
よ
る
記
念
品
配
付
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

今
後
、
小
中
学
生
の
献
血
に
対
す
る
意

識
を
向
上
さ
せ
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

国
や
県
、
日
本
赤
十
字
社
で
は
、

献
血
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

や
献
血
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
募
集
な
ど

を
通
し
た
啓
発
を
広
く
行
っ
て
お
り
、
市

で
は
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
に
積
極
的

に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。
小
中
学
生
の
皆

さ
ん
も
将
来
の
献
血
者
と
し
て
、
献
血
の

必
要
性
に
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
で
す
。

人
権
相
談
会
の
結
果
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

毎
年
６
月
と
12
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
12
月
に
実
施
し

た
人
権
相
談
会
で
は
、
近
隣
住
民
と
の
ト

ラ
ブ
ル
の
ほ
か
、
相
続
に
関
す
る
こ
と
や

家
庭
内
の
悩
み
事
な
ど
、
11
件
の
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

相
談
へ
の
対
応
と
人
権
啓
発
へ
の

取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
が
悩
み
事
の
解
決

に
向
け
適
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
の
紹
介
や
情
報

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
啓
発
は
、

今
後
も
福
島
地
方
法
務
局
や
人
権
擁
護
委

員
と
連
携
し
、
人
権
相
談
会
を
は
じ
め
、

小
学
生
へ
の「
人
権
の
花
運
動
」や
、
中
学

生
へ
の「
人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」を
継
続
し

な
が
ら
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・
高
揚

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状
況
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
本

市
で「
家
族
の
世
話
を
し
て
い
る
人

が
い
る
」と
回
答
し
た
の
は
、
小
学
５
～
６

年
生
が
約
12
人
に
１
人
、
中
学
生
が
約
16

人
に
１
人
、
高
校
生
が
約
20
人
に
１
人
、
全

体
で
は
約
16
人
に
１
人
で
し
た
。
ま
た「
自

分
が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
と
思
う
」と
回
答

し
た
の
は
、
小
学
５
～
６
年
生
が
約
１
０
9

人
に
１
人
、中
学
生
が
約
１
５
1
人
に
１
人
、

高
校
生
が
約
２
９
4
人
に
１
人
、
全
体
で

は
１
５
８
人
に
１
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

児
童
虐
待
防
止
相
談
室
な
ど
で
、

相
談
員
が
専
門
的
な
立
場
か
ら
相

談
に
応
じ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
ほ

か
、
内
容
に
よ
り
県
中
児
童
相
談
所
な
ど

の
専
門
的
な
相
談
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

適
切
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

長沼中　長沼中　
大河原昇吾  さん

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

岩瀬中　岩瀬中　
有賀咲穂  さん

環
境
の
保
全
に
つ
い
て

健
康
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

交
通
手
段
に
つ
い
て

①「こども和文化塾」での着付け体験　②高校などを巡回
する「移動期日前投票所」　③地域の指導者と共同で製作
する本松明　④中学校で開催した人権啓発セミナー　
⑤ごみの投げ入れ体験　⑥市街地を運行する循環バス ①①④④⑤⑤

⑥⑥

②②③③

9 8令和6年3月1日令和6年3月1日


